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格納容器(CV)は原子炉容器等を内包し、外界とのバウンダリを形成する重要な構造物であることから、

バウンダリを構成する機器の中で、相対的に耐圧強度が低いと考えられる構造部位に着目して、限界圧力

試験および有限要素法解析による検討を実施した。 
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1. 緒言 

CV の限界圧力の検討の観点より、相対的に限界圧力が小さいと考えられる CV 貫通部配管ベローズに対

して破損様式の検証と限界圧力の評価法の開発を目的とした試験および解析を実施した。また、アクシデ

ントマネジメントの検討の観点から，CV 内の 1 次冷却材バウンダリとして中間熱交換器のカバーガスバウ

ンダリベローズおよび中間熱交換器の下部鏡板構造について同様の試験および解析を実施した。 

2. 構造物試験および有限要素法解析 

ベローズおよび鏡板ともに座屈を経

て極限的な変形形状に至った後、バウン

ダリの破損を生じるまでの試験を実施

した。解析は座屈後、計算不能となるま

で実施した。右に試験と解析結果の一部

を示す。ベローズではスクワームと呼ば

れる座屈を生じた後外側に張り出して

バルジ変形が進行した。鏡板では、中央

部が凹側に膨らむ座屈を生じた後全体

が裏返る変形が進行した。耐圧限界は座

屈圧力を大幅に上回ることが確認された。 

3. 今後の展開 

今後は、試験および解析を継続するとともに得られた結果に基づき、破損様式の検証と限界圧力の評価

法開発に向けて検討を進める予定である。本研究は、文部科学省のエネルギー対策特別会計委託事業によ

る委託業務として、 福井大学が実施した平成 25 および 26 年度「ナトリウム冷却高速炉における格納容器

破損防止対策の有効性評価技術の開発」の成果の一部である。なお、解析による検討は福井大学からの委

託により JAEA が実施した。 
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